
鶴甲団地 再生・活用プロジェクト

令和6年度地域連携事業報告 神戸大学大学院工学研究科建築学専攻准教授・栗山尚子

人口減少社会を迎え、空き地・空き家問題は全国的な課題である。特に居住者の急速な高齢化や施設の老朽化などにより、
活力を失いつつ初期の郊外住宅団地において、インフラやウワモノなどの資源を有効に活用することは、団地自身の活性化と
ともに、近隣地域や周辺の公的施設の活用、大学の教育・研究の機会の場の創出にとっても極めて有用である。
本プロジェクトは、（一財）神戸住環境整備公社（以降、公社）と連携し、高経年住宅団地の再生・活用に関する実践を通

して、有効な方策を見出すための知見を得ることが目的である。
2024年度は、(1)鶴甲団地でのリニューアルプランの実現活動、(2)団地居住に関する意向調査を行なった。

2023年度に鶴甲コーポ15号館の1階部分の連続2住戸のルームシェアとその住戸をつなぐウッドデッキ部分のリニューア
ルプランを公社へ提案した。その案の一部が実際のリニューアルに反映された。近隣住民の方々にリニューアルの際のDIY
活動を共に行なう募集をかけ、建築学専攻学生と共にDIY活動を実施した。DIY参加者の学生とアンケート調査を実施した。
①学生向けアンケート調査。DIY活動の感想や、団地に対する興味について等。
②DIY一般参加者向けアンケート調査。DIY活動の感想や、鶴甲団地のメリット・デメリットについて等。

住戸のリニューアルが完了したのち、2024年10月12日と13日にオープンルーム
（見学会）を実施した。その来場者を対象として、住戸のリニューアルと団地の居住
意向に関するアンケート調査を行なった。回答者数；計25人

鶴甲団地について、地域の皆さんとDIY作業に取り組み、オープンルームを開催したことで、参加者や来場者から、今後も
鶴甲エリアに住み続ける上でのリフォームの参考になる等の意見をいただけた。団地に住み続けるという関心の向上に寄与で
きたと感じている。次年度以降も、団地の再生への寄与を目指し、神戸住環境整備公社と連携し、実践的な活動に取り組み、
その活動の効果と課題を明らかにしていきたい。

■背景と目的：

（１）鶴甲団地でのリニューアルプランの実現活動：

（２） 団地居住に関する意向調査：

■今後の展望：

◆アンケート調査より得たこと：
・今回のDIYのコンセプトとなる多世代住宅について肯定的な意見が多く得られた。
・ほとんどの参加者がDIY賃貸に住みたいと回答したが、住む場合は戸建て住宅が良いと回答した人が80％弱を占めた。
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Q.高経年の階段室型住宅
に魅力を感じるか
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◆アンケート調査より得たこと：
・参考になったリノベーション箇所として、間取り、水回り、キッチンを挙げた人
が多かった。
・来場者の7割が階段室型住宅に好印象。家賃の安さが魅力という意見が複数あった。
・魅力を感じないと答えた人の中には、階段がきつい、経年劣化により清潔感を感
じないという意見も得られた。
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